
そ
の
よ
う
な
時
期
に
重
要
な
こ
と
は
、

お
よ
そ
二

0
年
前
、
二

0
0
0
年
問
題

が
社
会
の
話
題
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
記
憶
素
子
が
高
価
な
時

け
た

代
の
名
残
で
、
西
暦
の
下
二
桁
だ
け
で
年

数
を
記
録
し
て
い
た
た
め
、
一
九

0
0年

と
二
0
0
0
年
の
区
別
が
出
来
な
く
な
る

と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
が
、
大
騒
ぎ
ほ
ど

の
混
乱
は
な
く
解
決
さ
れ
た
。

最
近
は
二

0
二
0
年
問
題
も
心
配
さ
れ

て
い
る
。
出
版
点
数
が
急
速
に
増
加
し
て
、

け
て
い
る
が
、
こ
の

一
点
を
境
界
に
し
て
、

そ
れ
以
前
の
原
理
や
原
則
が
、
そ
れ
以
後

に
は
ま
っ
た
く
通
用
し
な
く
な
る
と
い
う

意
味
で
あ
る
。
現
状
で
は
人
間
が
作
成
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

は
管
理
さ
れ
て
い
る
と
い
う
前
提
で
社
会

は
維
持
さ
れ
て
い
る
が
、
特
異
点
を
通
過

す
る
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
独
自
の
判
断

で
作
動
し
は
じ
め
る
と
い
う
空
想
科
学
小

説
の
世
界
の
出
現
で
あ
る
。

科
学
技
術
の
話
題
で
、
し
か
も
三
0
年

先
の
問
題
だ
と
楽
観
さ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
こ
れ
ま
で
も

一
般
社
会
に
は
特
異

点
が
何
度
も
登
場
し
て
い
る
。
そ
の
代
表

は
産
業
革
命
で
あ
る
。
蒸
気
機
関
や
紡
織

機
械
の
発
明
に
よ
り
、
経
済
の
中
心
が
牒

業
か
ら
工
業
に
移
行
す
る
と
と
も
に
、
社

会
を
支
配
す
る
基
本
財
が
土
地
か
ら
資
本

に
な
り
、
そ
の
結
果
、
支
配
階
級
が
地
主

層
か
ら
資
本
家
に
転
換
す
る
な
ど
の
ド
ミ

ノ
現
象
に
よ
り
、
そ
れ
以
前
の
社
会
の
仕

組
み
は
役
立
た
な
い
時
代
が
出
現
し
た
の

で
あ
る
。

日
本
は
一
九
九

0
年
代
初
期
の
バ
ブ
ル

経
済
崩
壊
以
来
、
社
会
全
体
が
停
滞
気
味

で
あ
る
。
一

九
八
九
年
に
は
株
式
時
価
評

価
総
額
の
世
界
上
位
二
0
社
の
う
ち

一
五

社
が
日
本
企
業
で
あ
っ
た
が
、

二
0
0七

年
に
は

一
社、

―二
年
に
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。

一
気
に
上
位
に
浮
上
し
て
き
た
の
は
ア
ッ

プ
ル
や
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
な
ど
新
興
企
業

で
あ
る
。
こ
の
激
変
は
日
本
が
明
治
維
新

と
太
平
洋
戦
争
敗
戦
以
来
の
第
三
の
特
異

点
に
直
面
し
て
い
る
証
拠
で
あ
る
が
、
そ

れ
に
気
づ
か
ず
、
従
来
の
構
造
が
継
続
し

て
い
る
。

見
極
め
れ
ば
絶
好
の
機
会

特
異
点
突
破
で
飛
躍
し
た
日
本

既
存
の
常
識
や
制
度
を
棄
却
す
る
こ
と
で

あ
る
。
明
治
維
新
は
近
代
日
本
の
特
異
点

で
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら

一
五
0
年
弱
で
人

口
は
三

・
七
倍
に
増
加
し
、
国
内
総
生
産

も
世
界
の
ニ
・

三
％
か
ら
八
・
七
％
を
占

有
す
る
大
国
に
発
展
し
て
き
た
。
そ
れ
は

殖
産
興
業
に
よ
り
農
業
か
ら
工
業
へ
移
行

し
、
四
民
平
等
に
よ
り
階
層
社
会
を
平
等

社
会
に
転
換
し
、
文
明
開
化
に
よ
り
西
欧

文
明
を
導
入
し
、
そ
れ
以
前
の
社
会
の
構

造
を
廃
棄
し
て
新
生
し
た
成
果
で
あ
る
。

特
異
点
思
想
の
出
現

国
立
国
会
図
書
館
の
書
架
が
不
足
し
て
収

納
で
き
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

心
配
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
も
あ
る
程
度
は
深
刻
で

あ
る
が
、
桁
違
い
に
深
刻
な
二
0
四
五
年

問
題
が
予
告
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の

天
才
学
者
レ
イ

・
カ
ー
ツ
ワ
イ
ル
が
―
1
0

す
う

0
五
年
に
提
起
し
た
問
題
で
、
現
在
の
趨

勢
で

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
発
展
し
て

い
く

と、

二
0
三
0
年
頃
に
人
間
の
脳
力
以
上

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
出
現
し
、

二
0
四
五

年
に
は
人
類
全
体
の
脳
力
の
合
計
を
上
回

先を読む=$

特
展
点
を
認
識
す
れ
ば

発
辰
の
糸
日
を
発
見
で
き
る

る
こ
と
に
な
り
、
最
悪
の
場
合
は
人
間
と

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
対
立
し
て
巨
大
な
社
会

問
題
が
発
生
す
る
と
い
う
警
告
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
時
点
を
カ
ー
ツ
ワ
イ
ル
は

特
異
点
（
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
）
と
名
付

増
大
社
会
か
ら
減
少
社
会
、
集
権
主
義

か
ら
分
権
主
義
、
物
質
経
済
か
ら
情
報
経

済
、
官
公
主
導
か
ら
民
間
主
導
、
開
発
中

心
か
ら
環
境
中
心
な
ど
、
世
界
の
潮
流
は

反
転
し
て
い
る
が
、
日
本
で
は
経
済
は
重

厚
長
大
の
巨
大
企
業
に
依
存
し
、
政
策
は

中
央
政
府
の
官
僚
が
差
配
す
る
と
い
う
よ

う
に
、
明
治
維
新
以
来
の
社
会
構
造
が
継

続
し
て
い
る
。
過
度
の
成
功
体
験
崇
拝
が

失
敗
の
原
因
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
特
異
点

通
過
後
の
時
代
に
は
過
去
の
栄
光
は
無
用

の
長
物
に
す
ぎ
な
い
が
、
日
本
は
脱
却
で

き
て
い
な
い
。

し
か
し
、
ホ
ン
ダ
や
ソ

ニ
ー
や
パ
ナ
ソ

ざ
い
ば
つ

ニ
ッ
ク
な
ど
戦
前
の
財
閥
体
制
に
関
係
な

＜
躍
進
し
た
企
業
は
、
終
戦
に
よ
る
特
異

点
の
出
現
に
い
ち
早
く
気
づ
い
た
企
業
で

あ
る
よ
う
に
、
社
会
が
十
分
に
は
気
づ
い

て
い
な
い
現
在
の
特
異
点
は
新
規
の
事
業

の
出
発
に
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
既
存
の
制
度
の

II

カ
ベ
II

に
よ
っ
て
新

規
事
業
が
開
始
で
き
な
い
、

一
般
社
会
が

認
知
し
て
く
れ
な
い
な
ど
成
功
体
験
の
な

い
地
方
の
企
業
や
中
小
の
企
業
が
、
特
異

点
の
本
質
を
見
極
め
れ
ば
眼
前
に
は
大
海

が
出
現
す
る
。

東
京
大
学
名
誉
教
授
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